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吉

祥

院

天
満

宮

夏

季

大

祭

の

ご

案

内

拝
啓

残
暑
な
お
き
び
し
い
折
柄
、
皆
さ
ま
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
吉
祥
院
天
満
官
に
は
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
戴
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
来
た
る
人
月
二
十
五
日
当
官
恒
例
の
夏
季
大
祭
な
ら
び
に
神
賑
行
事
を
左
記
の
通
り
執
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

御
参
拝
・御
観
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

敬

具

令

和

五

年

人

月

吉

日

吉
祥
院
天
満
宮
氏
子
総
代
会

会

長

　

山
　
中
　
詳
　
平

吉
祥
院
天
満
宮

宮

司

石

原

定

祥

崇
敬
者
各
位

昔コ
ロし

一
、
祭

典

執

行

人
月
二
十
五
日
（金
）
午
前
十
時
（約
五
〇
分
）

粋
砦
奉
納
獣
刑
舞
（藤
女こ舞
）

一
、
日
本
舞
踊

・
吉
祥
院
音
頭
奉
納
　
入
月
二
十
五
日
（金
）
午
後
七
時
（約
二
〇
分
）

若
栄
会
社
中

一
、
奉

納

六

斎

八
月
二
十
五
日
（金
）
午
後
八
時
（約
八
〇
分
）

吉
祥
院
六
斎
保
存
会

一
、
学
童
絵
画
展
覧
会

八
月
二
十
五
日
（金
）
午
前
九
時
～
午
後
八
時
（吉
祥
天
女
社
）

吉
祥
院
・祥
豊
・祥
栄
少
年
補
導
委
員
会

表
彰
式
は
二
十
五
日
午
後
三
時
　
社
前
に
て

一
、
祭
時
社
頭
提
灯
献
燈

二
十
四
・五
上
ハ
日
中

社
殿
・舞
台
・境
内
各
所
に
三
〇
〇
燈
余

ご
注
意
　
二
十
五
日
夕
対
は
境
内
が
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
充
分
御
注
意
願
い
ま
す
。

二
十
五
日
は
境
内
ｏ
参
道
に
露
店
が
並
び
駐
車
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
御
参
拝
は
お
控
え
願
い
ま
す
。

状
況
に
よ
り

一
部
行
事
の
変
更

・
中
止
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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み
　
こ

お
正
月
み
こ
様
募
集
…
初
詣
の
お
客
様
に
応
対
し
て
頂
く
巫
女
様
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
吉
祥
院
天
満
宮
社
務
所

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

火
焚
祭
・湯
立
神
楽

夫
般
碁
経
六
百
巻
転
読

ぜ
ん
ざ
い
の
お
接
待
は

状
況
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
ご
ざ
いま
す

人
焚
キ
奉
納
受
付
中


